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端面で変形を拘束された粒状体の圧縮および伸張強度について
OnCompressionandExtensionStrengthofGranularMaterialwithRestrainedDeformationatEnds
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1. ま え が さ

前報l)では,端面で変形を拘束された三軸あるいは平

面ひずみ供試体の圧縮強度を応力特性曲線法を用いて導

いた.本報告ではその結果を分かりやすくまとめた結果

を示す.

2.平面ひずみ圧縮における強度

図 1に示す平面ひずみ供試体で端面が剛なときの圧縮

強度をPmaxとすると平均最大主応力 (61)AV.max-Pmax/

d･Wであり,最小主応力 03は拘束圧 ocに等しい.する

と((61)AV/03)maxは土の内部摩擦角p,端面での摩擦角 FL

の関数として,次式から求められる.

RAax-仁禁 )max-念

豊 [1+Pl(1-Stan(昔-号))]
(2-1)

ただしPlは次式から求める.

d≧htan(号一号)のとき,

p.-exp(B)-1 -1≧0〟

d≦htan(号-号)のとき･P1-0

(2-2)

パラメーターBとP.の関係は図2に示してある.Bは

次式から求められる.

B±2¢b(旦 雷雲 吐 )･tanp･(意

-tan(i-i)),o (213)

¢bは端面において 61方向が鉛直方向となす角度である

(図3,前報1)では,これを8とあらわしていた).

¢b-i (p･arcsin(霊 )),o (2-4)

次報で述べるように実際の土の場合では〃のとりうる

最大値はpより小さく,ダイレイタンシー特性と端面の
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図2 Pl,P2とBの関係

図3 平面ひずみ圧縮における応力の特性曲線
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